
2020年度 八中１年第２回学年全体人権学習 テーマ「障がい者問題を通して」生徒発言 2020.11.12

４組ＨＹ(女)：ヘレンケラーの名言「目が見え

ないことは不便だけど不幸ではない」ってい

う名言と，「不幸ではないけど不便」ていう二

つの言葉を教えてもらって，その不便をちょ

っとでも助けることによってなくしていけれ

ばいいなと思いました。

６組ＦＴ(男)：障がい者はできることが限られ

ていると思うので，そういうときに僕たちが。

平田先生の話を聞いて自分が思ったことは，

くじけそうになっても僕たちが助けるので頑

張って，自分なりに生活してくださいと思い

ます。それが平田さんや他の障がい者の仕事

だと思います。別に仕事なんてできなくても

いいと僕は思います。理由は仕事ができるか

らといって，友達を支えてくれる人がいなけ

れば意味がないので，人間関係を上手く，今

以上に優先した方が僕はいいと思います。

６組ＭＵ(女)：私は盲導犬ユーザーの平田さん

の話を聞いて，私も一回，ネットとかで盲導

犬について調べたことがあったけれど，それ

は盲導犬自体のことについてだったので，実

際ユーザーさんから話を聞いて，一緒に歩い

たりするときは大きな声で話してほしいなど，

初めて知ったことがたくさんありました。

３組ＥＤ(女)：私は目が見えない人だけだと思

っていたけれど，話を聞いて，目が見えにく

い人がいることを知りました。駅とかでの話

を聞いて，目が見えにくい人のことをもっと

知っていれば，みんな分かち合えると思いま

した。

６組ＫＨ(男)：橋本さんの話を聞いて，自転車

に乗ってるときに，目の見えない人の後ろを

何も言わずに通り過ぎないでくださいみたい

なことを言われて，そういうことをしたこと

が小学校の時に何回かあったから，それをこ

れから気をつけようと思いました。

３組ＹＭ(女)：今までは目が不自由な人の存在

が遠く感じられていましたが，実際に目が不

自由な人がお話に来てくれたことで，だんだ

ん身近に感じられるようになりました。

６組ＦＴ(男)：僕は視覚障がい者は，あまり何

も自分でできないと思っていたけど，盲導犬

と一緒に生活していて，何かすごいと思いま

した。

１組ＳＴ(男)：目が見えない人は何もできない

っていう考えがあったけど，目が見えない人

も一人でできることだってあるのに，何もで

きない人みたいにされたら嫌な気持ちになる

と思うので，そう思いました。

２組ＫＴ(女)：盲導犬は何でもできるわけじゃ

ないと聞いて，その通りだと思いました。私

は今まで「盲導犬イコール完璧」という考え

を勝手に持ってしまって，助けなんていらな

いと思ってしまっていたんですけど，ちゃん

とした正しい認識をもっていきたいと思いま

した。

２組ＯＢ(女)：盲導犬ユーザーの方や目が見え

にくい人たちは，何かすごく自分的には，そ

ういう関わりとかも全然なかったから，関係

ないものだと思ってたんですけど，平田さん

や橋本先生のお話を聴いて，自分もそういう

方と関わることがあるかもしれないし，自分

たちが何か身近なことでもしていったら，何

か少しでも助けになれるんだなっていうこと

を感じました。

４組ＵＭ(女)：ＥＤさんの意見？感想っていう



んかな，私も同じことを思ってて，目の見え

にくい人のことをもっと知れば分かち合える

って言ったと思うんですけど，私も学習を通

して，もっと全盲の人とか，見えにくい人の

ことをもっと知ろうと思いました。以上です。

３組ＭＹ(男)：目が見えないことは不便だけど，

それを解消してくれるための道具がたくさん

あると知って，僕は目の見えない人でも快適

に過ごせるっていうことが分かったので，少

し安心できました。

５組ＫＨ：私は平田さんの話を聞いて，少しの

差でいつも通る道でも，まったく別のものに

なるというところが印象に残りました。私た

ちは，風が強かろうが車が多かろうが，大丈

夫だけど，平田さんたち目の見えない人は感

覚だけが頼りだから，少しの変化で大きな影

響があって大変だと思いました。でも，ウー

ゴちゃんたち盲導犬といることで安心してい

られるのかなと思いました。

５組ＮＧ(男)：橋本さんたちの話を聞いて，目

の見えない人や見えにくい人たちのことを障

がい者と呼びたくなくなりました。

４組ＨＳ(女)：先ほどの，目の見えない人を障

がい者と呼びたくないっていう意見に，すご

く感動しました。私も，害を持っている人で

はなく，同じ人間として，分かち合って生き

ていきたいと思いました。

３組ＥＤ(女)：私は橋本先生の，世の中は目に

見えている人に合わせすぎているという話を

聞いて，とても共感しました。なので，一人

一人が，目が見えない人のことを知っていき，

そして世の中を変えていくことが大事だと思

いました。

５組ＫＨ(女)：私は橋本先生のお話を聴いて，

視覚障がい者の人は周りの音をよく聞いて横

断歩道を渡るので，周りの人が信号無視をし

たりすると，視覚障がいの人が大きな事故に

遭ってしまうということが心に残りました。

基本的な交通ルールを守ることが視覚障がい

者の命を守ることにつながると思いました。

１組ＫＫ(女)：私が心に残っていることは，ヘ

レンケラーが言った名言で，「目が見えないこ

とは不便であるが，不幸ではない」です。今

まで学習したことを見てみると，不便ではあ

ることは確かにありましたが，周りの人が助

けてくれたり手伝ってくれたりするので，不

幸ではないのかなと思いました。

≪自分はどんなことをしたいと思ったか≫

６組ＦＴ(男)：これからはもっともっと周りを

見て人の役に立つ。そして人に喜んでもらえ

るような人になりたいと思いました。

５組ＮＧ(男)：目が見える人の観点じゃなくて，

目が見えない人の観点から物を作ってくれた

らいいなと思いました。

２組ＮＮ(男)：一番は，困ってる人に声をかけ

て助けられることだけど，実際それが本当に

できるかどうかは，分かりません。僕は最近

学校の帰りの時に，家の近くに，自転車に乗

ろうとしているおじいさんがいて，大丈夫だ

ろうかと思いながらも，何かあったら他の人

が助けてくれるだろうと思ってしまいました。

でも，ガシャンていう音がして，おじいさん

がこけてしまったので，とっさに大丈夫です

かと声をかけることができました。きっと人

権学習を通して，友達や周囲の意見を聞いて

人権の意識が深まっていたので，とっさに声

をかけることができたのだと思います。もし

次にまた困っていたら，他の人が助けるだろ

うと素通りするのではなく，困っているだろ



うかと考え，できるかどうかは自分次第です

が，声をかけられるよう頑張っていきたいで

す。人権学習にふれ，いざというときに助け

られるようにすることが大切だと思います。

目の前に山積みになった課題を終わらせるよ

うに，世の中にも山積みになった問題がある

と思うので，それをなくしていけるよう努力

しなければいけないなと思いました。

２組ＯＢ(女)：私はよく身近な人で苦手だなと

いう人がいたりして，意識的に避けたりとか，

そういうふうにしてしまったりすることがあ

って，それが差別とか，そういうふうになっ

て，それも目の見えない方とかにしているこ

とと同じような感じになるんだろうなってい

うふうに，人権の学習を通して感じて。だか

ら，そんなに急に，よけないようにとか，平

等にとか，そういうのはできないかもしれな

いけど，でもそれをできるように，自分から

何かしたりとか，そういうふうなことをもっ

と増やして，もっと誰にでも寄り添えるよう

な，そんなふうな自分になりたいなって思い

ました。

５組ＮＧ(男)：自分は目が見えない人も目が見

える人と同じように平等に接してあげたいな

と思いました。

２組ＴＴ(女)：まず，私にできることは何かと

考えました。私は困っている人に声をかけら

れるのか，それは私にとってはとても勇気を

出さなくてはいけない。それに，パニックに

なってしまうかもしれないです。ではどうす

ればいいのか。たとえば，お店で困っている

なら店員さんに。どうしても声をかけるのが

怖かったら近くの大人や他の人に伝えるとか，

とにかく手助けをしたらと思って行動したい

です。他にも，いろいろなことを学習して，

他の方法を知っていって，私が考える，私が

できる最大のことをしていきたいです。

６組ＭＵ(女)：私は平田さんや橋本さんが言っ

ていた，もし町中で白杖を持っている人やド

ナーさんが困っていたら，声をかけてほしい

と言っていたけれど，それはとても勇気がい

ることで，それが自分ができるかどうかは分

からないけれど，もしそれができなくても，

町中で点字ブロックの上に何か邪魔になるよ

うな物があったらそれをどけるとか，そうい

うのは自分たちでも，少しの時間でできると

思うので，そういうことを私はやっていきた

いなと思いました。

３組ＭＹ(男)：友達とかが困っているときに，

積極的に助けてあげたりすることができれば，

いざとなったときに声をかけられやすくなる

んじゃないかと僕は思います。

６組ＦＴ(男)：差別する人とかいるけど，差別

する人たちに優しさを教えるのが今の僕たち

の仕事だと思いました。

４組ＨＳ(女)：私は少し前にあった，人権を語

り合う中学生交流集会に参加してきました。

あの場ではいろんな中学校の１から３年生が

集まって，いろんなことを話し合いました。

そこが一番，人権について自分が思うことを

発信できる場所だなと思ったので，今回学ん

だことを心に残して，また次も参加して，こ

のようなことを他校の人たちにも伝えていき

たいなと思いました。

１組ＫＫ(女)：今後私は，目の不自由な人がい

たら，「何かお手伝いできることはありますか」

と声をかけたいです。でもなかなか知らない

人に声をかけるのは不安ですけど，人の役に

立ちたいので，勇気をふりしぼって声をかけ

たいです。他には車や自転車を点字ブロック

に置かないことや，車のハッチバックを開け

たままにしないこと，いつもと違うことがあ



ったら教えること，迷惑だから盲導犬に勝手

になでたり，ものをあげないこと，などを心

がけたいです。橋本さんの願いのように，世

の中にはいろいろな人がいるということを心

に留めておきたいです。

４組ＵＭ(女)：さっきＯＢさんが，誰にでも寄

り添えるようにしてみる，みたいなことを言

っていたんですけど，それを聞いてすごいな

って尊敬しました。私もそうできるように，

できるだけ人を避けないようにしたいなって

思いました。以上です。

２組ＫＴ(女)：人権学習をする前は，生活の中

であんまり考えたことなかったけど，人権学

習をやってから生活の中で，こういうことが

あったら目が見えない人も生活しやすいなと

か考えられるようになってきたので，これを

少しずつ行動に移して，ちょっとずつ自分も

できることをできるようになりたいなと思い

ました。

６組ＦＴ(男)：僕は障がい者というものをもっ

と理解して行動してほしいです。いっぱい手

伝ってくれる人ばかりじゃないので，もっと

もっと人というものを大切にしてほしいと思

いました。

４組ＨＳ(女)：先ほどＵＭさんが，人を避けな

いように，なるべく人を避けないようにした

いっておっしゃったのを聞いて，私も得意な

人とか好きな人とか嫌いな人とか苦手な人は

あるし，いるんですけど，その人に関わると

きに，いつも思うようにしてるのが一つあっ

て，それは，その人を大切に思う人や，その

人が大切に思ってる人がいるんだ。その人も，

私が悪い面とか見れてないだけで，絶対にい

いこともしてるし，いい面もあるんだって考

えるようにしてます。そしたら，その人のい

いところを見つけようっていうポジティブな

気持ちになれて，あまり苦手じゃなくなった

りして，避けないようにできるかもしれませ

ん。

４組ＧＴ(男)：目の悪い人以外に，足の悪い人

や耳の悪い人を見つけたときには，車椅子に

乗っているなら押してあげるなどと，時間が

あったら考えて行動に移したいです。

６組ＦＴ(男)：本で読んだことがあるんですけ

ど，障がい者を助けるユニバーサルデザイン

ていうものを見たので，ユニバーサルデザイ

ンをもっともっと世界に広げてほしいと思い

ました。

≪今，教室や家族，近所に困ってる人はいませ

んか？≫

藤川先生：人権学習をしてきたからの話

寒葉先生：欠席者の話

１組ＭＯ(男)：僕はヘレンケラーの「目が見え

ないことは不便ではあるが不幸ではない」と

いう言葉に共感しました。確かにそうだなと

思いました。目が見えなかったって，その人

を支えようとする人，人だけでなく犬も。世

界は少しずつだけど，体の不自由な人に寄り

添ってきてるなと思いました。こういった講

話が行われるのも，いろいろな人がそういっ

た人に寄り添えるようにするためだと思いま

した。こういった活動がもっと広がればいい

なと思いました。

２組ＨＧ(女)：目の見えない人，見えにくい人

だけではなく，耳が聞こえにくい人など，他

の障がいを持っている人とか，普通の障がい

を持ってない人も，誰でも同じ人間なんだか

ら，誰でも平等に接することをしたいです。

２組ＨＤ(男)：困っとう人がおるんですけど。

２組の人なんですけど。２組の人というか，



２組の人なんですけど。うちのクラス全然自

主勉出ないんですよ。で，すごい最近，プリ

ントとか自主勉の代わりにするようになった

んですけど，それでも出す人が少なすぎて怒

っとう人がいます。

１組ＫＫ(女)：先ほどの寒葉先生が言っていた

学級日誌のことを友達から聞きました。その

とき私は，本人が頑張っているのにと許せま

せんでした。人のことを考えて学級日誌を書

いたりしてほしいなと思いました。

１組ＩＭ(男)：目が見えない人や見えにくい人

を障がい者というのは差別だと思いました。

２組ＯＢ(女)：私がされて嬉しかったことなん

ですけど，私自身いろいろあって，ちょっと

変な時期とかがあったんですけど，それでも

みんなが普通に接してくれて，そういう態度

とかに救われて。自分はどんなんでもいいの

かなっていうふうな。もちろん悪いところと

か，そういうのはあるんですけど，それでも

どんな姿でも，どんな感情とか持ってても，

自分はいいのかなって思えました。

３組ＥＤ(女)：今回の学習を通して，目が見え

ない人に声をかけるのは，とても難しいけれ

ど，もし自分が全然目が見えなくて困ってい

て助けてくれなかったら悲しいので，困って

いる人とかいたら助けてあげたいと思いまし

た。

３組ＹＭ(女)：この社会は目が見える人のため

に作られている。目が見えない人には不便だ

っていう意見が出ましたが，私もそれに共感

しました。目の不自由な人でも生きやすい社

会になっていったらいいなと思います。でも

一人の力ではできないことだと思うので，一

人一人の障がい者，目が見えない人や何かが

不自由な人への意識が必要だと思います。

３組ＴＮ(男)：困っている人やそうでない人の

目線になって，その人に親切にしてあげるこ

とや，クラスの小さな親切が増えることで，

人と人との間が和んで，人と人との間の見え

ない壁がなくなると思いました。

４組ＵＭ(女)：さっきＨＳさんが言ってくれた

ことで，その人を大切に思う人もいると考え

ると，人を避けるのがなくなるかもって言っ

たと思うんですけど，それに，私今すごい支

えられてる感覚がして。今ＨＳさんに感謝し

かないんですけど。私も考える努力をして，

それでそれを行動に移してみようかなって思

いました。以上です。

４組ＡＫ(男)：寒葉先生がおっしゃっていたよ

うに，教室の中の小さな手助けをみんながす

れば大きくなると思いました。

４組ＡＹ(男)：目が見えない人だけではなく，

耳が聞こえない人，病で車椅子に乗らなけれ

ばいけない人，義手や義足になった人など，

いろいろな人が生きている世界だからこそ，

まずは僕たちが困っている人に向き合うべき

だと思います。

４組ＴＴ(男)：僕は八万小学校出身で，ずっと

中学校が始まったときは八万小学校の子ばか

りといました。けどあるとき，八万南小学校

のＫＨくんが話しかけてくれました。そのと

きに，八万南小学校と八万小学校の見えない

壁っていうのが無くなったような気がしまし

た。そのときに，そんな子が増えてくれれば

いいなと思いました。

５組ＫＨ(女)：昨日クラスの学習で，吉成先生

が，みんなの感想を読んでいて，困っている

人がいたら，もし見つけたら，って書いてい

る，受け身の人が多かって，もしその人がい



なかったら，みんなは何もせんの？とおっし

ゃっていました。私はそこから，もし見つけ

たらじゃなくて，これから気持ちを入れかえ

て，自分で探してその機会を見つけたいです。

５組ＹＧ(男)：僕は教室で一人で悩んでいたら，

友達が助けてくれたのが嬉しかったので，こ

れからは自分から困っている人を見かけたり，

見つけ出したりして，自分も助けてみたいで

す。

６組ＫＨ(男)：最近のことなんですけど，よく

外で遊ぼうって言ってくれる人がいるんです

けど，その子とケンカしたり，たまには仲良

く話したり，いろいろしたり，その子に一緒

に遊ぼうって言ったり，話しかけることが，

まだケンカしてるときに言うことがあるので，

これからはケンカしてるときとか関係なく，

すぐ仲良くなって一緒に遊びたいと思います。


